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１．感染症予防 

（１）集団感染のリスクが高い、以下の 3つの条件が同時に重なることを徹底的に回避すること

が重要です。 

①換気の悪い密閉空間（密閉） 

②多くの人が密集（密集） 

③近距離での会話や発声（密接） 

（２）手洗い・うがいの励行・マスク着用による咳エチケットを心がける。 

（３）不要不急の外出をなるべく控えるとともに、免疫力を高めるための規則正しい生活、十分

な睡眠、バランスのとれた食事を心がける。 

 

２．登校に際して 

（１）家庭での健康チェック（検温・体調チェック）を必ず行う。 

①発熱等の風邪の症状がみられる場合には、無理して登校せず、自宅で休養する。 

  ②登校後、体調不良になった場合は無理をせず帰宅する。 

   ＊上記①・②の場合は必ず学校に連絡をする。 

（２）健康観察記録票に記入、学校に持参する。 

（３）マスクを着用して登校する。 

（４）登校の際は、①清潔なハンカチ、もしくはハンドタオル ②ティッシュ ③マスク 

④マスクを置く際の清潔なビニールや布等 を持参すること。 

（５）バスや電車等の公共交通機関を利用する際も感染症予防対策を心がける。 

 

３．登校時について 

（１）登校時に健康チェックを行うため登校時間帯を設けています。時間前に登校した場合は校

舎入口で待機してください。（登校時間の 15分前から入校可能） 

（２）校舎入口にて健康観察実施の確認 

  ①検温無し生徒→校舎入口(外)にて検温（発熱有→体調確認後、帰宅） 

  ②健康観察記録票忘れ→体調に問題なければ教室へ。予備用紙に記入して提出。 

  ③体調不良者→帰宅 

（３）マスク着用の確認 

  ①マスクを忘れた生徒は職員室へ 

（４）下駄箱付近での「密」を避けるようにする。 

（５）健康観察記録票は机上に提示する。 

 

４．学内における行動 

（１）登校後、必ず石鹸で手洗いをし、以下のタイミングでの手洗いを徹底する。 

   ＊手洗いの 6つのタイミング 

    ①外から教室に入る時 

    ②咳やくしゃみ、鼻をかんだとき 

    ③食事の前後 

    ④トイレの後 

    ⑤共有のものを触ったとき 

    ⑥掃除の後 

（２）体育等の実技授業の前後には必ず手洗いを行う。 

（３）マスクは常に着用すること。（ただし、体育等の運動が伴う場合を除く） 

 



 

（４）近距離での会話は避けること。 

（５）緊急を要する以外には、他教室への出入りをしない。 

（６）生徒同士での教材等の貸し借りは行わない。 

（７）体調不良の場合は、無理をせず担任、もしくは授業担当者に申し出ること。 

（８）終礼後は速やかに下校する。 

（９）扉や窓は開放するので、むやみに触れないこと。（密閉回避） 

（10）衛生用の観点から、ごみはすべて持ち帰りとする。 

（11）貴重品は自分のロッカーで保管すること。セキュリティーBOX の使用は感染症防止対策

のため使用禁止とする。 

（12）感染防止対策の観点から、職員室の入室は禁止する。 

 

５．昼食について 

（１）食事前・後の手洗いを徹底すること。 

（２）机を動かして生徒同士が近距離で食事することはしない。 

（３）食事をする際は、全員が黒板方向を向いて座り、生徒同士の会話を控える。 

 

６．クラブ活動について 

（１）6 月 19 日（金）までの活動は禁止する。以降の活動については、地域の感染状況を踏ま

えて活動の再開を検討します。 

 

７．図書室 

（１）6 月 19 日（金）までは閉館とする。以降の開館については、地域の感染状況を踏まえて

検討します。 

 

８．保健室・相談室について 

（１）体調不良者は保健室で休養を取ることはできません。帰宅指導をします。 

（２）怪我による処置については、状況をみながら対応します。 

（３）相談室の利用については、感染予防策を取りながら対応します。ただし、相談時間が長時

間になることを避けるように配慮します。 

 

10．清掃活動について 

（１）当面の間は、生徒による清掃は行いません。机や椅子の整頓に心掛けてください。 

 

11．健康管理について 

（１）発熱や風邪の症状で自宅待機した場合や体調不良により早退した場合は、欠席や早退扱い

とはせず「出席停止」扱いとします。 

    ＊上記の取り扱いは当面の間の対応とし、その後は、地域の感染状況を踏まえて判断す

ることといたします。 

（２）以下にあげるケースについては、「帰国者・接触者相談センター」や「かかりつけ医」等に

電話で相談する。 

・息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状のいずれかがある場合。 

・比較的軽い症状ではあるが、基礎疾患がある場合。 

・風邪等の症状が長く続く場合。 

（３）生徒本人や同居する家族が濃厚接触者の場合、または同居する家族が、上記（2）の症状が

ある場合も登校は控えてください。（「出席停止」扱いとします） 

 

 

以 上 


